
神
変
大
菩
薩
に
始
ま
り

智
證
大
師
が
伝
え
た

三
井
修
験
の
秘
法

九
月
七
日（
日
）、
天
台
寺
門

宗
別
格
本
山
金
倉
寺
に
於
い

て
、
採
燈
護
摩
を
厳
修
い
た

し
ま
す
。

採
燈

護
摩

お寺にある素敵なものを、発信していきたい

YUJ
ユ ジュ

　

金
倉
寺
の
採
燈
護
摩
供
は
、

ま
ず
修
験
の
先
達
衆
が
、
道

場
ま
で
境
内
を
練
り
歩
き
ま

す
。
入
道
が
終
わ
る
と
、
数

人
の
旅
の
先
達
衆
が
現
れ
、

「
案
内
申
、
案
内
申
」
と
呼
び

か
け
ま
す
。
彼
等
は
三
井
寺

の
先
達
衆
で
、
こ
こ
で
採
燈

護
摩
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞

い
た
の
で
推
参
し
た
、
つ
い

て
は
入
場
さ
せ
て
欲
し
い
、

と
申
し
出
ま
す
。
す
る
と
先

導
奉
行
が
、
同
門
で
あ
る
な

ら
ば
修
験
の
心
得
が
あ
る
は

ず
だ
と
言
っ
て
、問
答
に
よ
っ

て
山
伏
の
字
義
、修
験
の
宗
旨
、

開
祖
、
本
尊
、
身
に
つ
け
た

法
具
の
意
味
を
質
し
、
最
後

に
真
の
同
門
で
あ
る
と
入
道

を
許
可
し
ま
す
。

　

続
い
て
法
弓
師
が
護
摩
壇

正
面
で
、
悪
魔
を
退
散
さ
せ

る
法
弓
の
文
を
唱
え
、
四
方

の
悪
魔
の
退
散
を
求
め
矢
を

放
ち
、
最
後
に
鬼
門
に
矢
を

放
ち
ま
す
。

　

次
に
宝
剣
師
が
護
摩
壇
正

面
で
宝
剣
を
抜
き
、
不
動
明

王
の
利
剣
に
よ
っ
て
煩
悩
を

断
絶
し
て
覚
に
至
る
法
剣
の

文
を
唱
え
、「
光
」
字
の
筆
順

に
沿
っ
て
一
画
ず
つ
切
り
、

諸
の
悪
害
を
防
ぎ
ま
す
。

　

次
の
斧
師
は
鶏
足
山
の
山

神
に
、
斧
で
薪
を
切
り
、
そ

の
木
を
採
燈
護
摩
で
焼
く
こ

と
で
、
衆
生
を
本
来
の
姿
に

帰
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

採
燈
護
摩
終
了
後
、
火
生

三
昧
、
い
わ
ゆ
る
火
渡
り
が

行
わ
れ
ま
す
。
残
り
火
を
な

ら
し
て
火
床
を
作
り
、
そ
の

火
を
伏
し
て
先
達
衆
や
信
者

が
渡
り
ま
す
。
こ
の
火
渡
り

は
大
日
如
来
の
浄
火
の
中
を
、

行
者
が
不
動
明
王
と
成
り
渡

る
こ
と
を
意
味
し
、諸
の
不
浄
、

罪
悪
を
降
伏
し
て
利
益
を
得

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
金
倉
寺
の

採
燈
護
摩
は
次
第
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
金
倉
寺
の
採
燈

護
摩
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

創 刊 号

「YUJ」とは「瑜伽」とも書き、サンスクリット語で、「結ぶ、繋ぐ」を意味します。
YUJを手に取った方とお寺が良い縁で結ばれますように。
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金倉寺
http://www.kagawa-konzouji.or.jp/

ＷＥＢ
２００７年９月１５日に金倉寺のＷＥＢがＯ
ＰＥＮしました。お寺の案内や行事予定など
の情報を掲載しています。まだまだ未完成な
ＷＥＢですが、末永くお付合い下さいますよ
うお願いします。

　

金
倉
寺
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
金
倉
寺
」
で
は
、
金
倉
寺

の
縁
起
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
お
堂
や
仏
像
・
仏
画

を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　
「
智
証
大
師
円
珍
」
で
は
、

金
倉
寺
で
誕
生
さ
れ
た
智
証

大
師
の
略
歴
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
よ
り
詳
し
い

伝
記
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　
「
乃
木
希
典
」
で
は
日
露
戦

争
の
雄
、
乃
木
将
軍
の
略
歴

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
金
倉
寺
に
残
る
乃
木
将
軍

ゆ
か
り
の
遺
品
を
紹
介
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
「
お
問
い
合
せ
」
か

ら
は
メ
ー
ル
も
送
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
御
利
用
く
だ
さ
い
。



八
月
二
十
三
日
（
土
）

金
倉
寺
地
蔵
縁
日
法
要

　

現
世
に
生
き
る
人
々
は
も

と
よ
り
、
地
獄
の
人
々
を
も

救
済
し
利
益
す
る
と
言
わ
れ
、

ま
た
子
供
の
守
り
神
と
し
て

も
信
仰
さ
れ
る
地
蔵
菩
薩
の

縁
日
に
行
わ
れ
る
法
要
で
す
。

八
月
二
十
八
日
（
木
）

金
倉
寺
燈
籠
供
養

　

初
盆
の
方
々
の
追
善
回
向

を
行
い
、
併
せ
て
燈
籠
の
供

養
も
行
い
ま
す
。

九
月
六
日
（
土
）

円
珍
乃
木
祭
万
灯
会

　

金
倉
寺
で
唯
一
夜
に
行
わ

れ
、
本
堂
の
薬
師
如
来
、
不

動
明
王
、
阿
弥
陀
如
来
の
三

尊
に
対
し
て
、
様
々
な
願
い

を
込
め
た
蝋
燭
を
灯
し
、
そ

の
成
就
を
祈
願
い
た
し
ま
す
。

九
月
七
日
（
日
）

円
珍
乃
木
祭

採
燈
護
摩

　

特
集
し
ま
し
た
採
燈
護
摩

供
で
す
。
火
渡
り
に
は
一
般

の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

十
月
二
十
八
日
（
火
）

智
証
大
師
御
祥
忌
会

　

天
台
寺
門
宗
の
祖
で
あ
る

智
証
大
師
円
珍
は
、
貞
観
十

年
（868

）
六
月
三
日
、
安

恵
の
後
を
受
け
て
第
五
代
天

台
座
主
に
勅
任
さ
れ
、
以
後

二
十
四
年
間
、
仏
法
興
隆
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

寛
平
三
年
（891

）
十
月
二

十
九
日
に
入
寂
さ
れ
ま
し
た
。

金
倉
寺
で
は
毎
年
、
御
命
日

の
前
日
で
あ
る
十
月
二
十
八

日
に
法
要
を
行
い
ま
す
。

金
倉
寺
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
は

「
年
中
行
事
」
の
案
内
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
こ
ち
ら
の
誌
面
で
、
行

事
の
内
容
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
八
年
八
月
以
降
の

金
倉
寺
の
行
事
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

八
月
二
十
三
日（
土
）に「
金

倉
寺
地
蔵
縁
日
法
要
」
と
二

十
八
日
（
木
）
に
「
金
倉
寺

燈
籠
供
養
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

続
い
て
九
月
の
六
日（
土
）・

七
日
（
日
）
に
は
、恒
例
の
「
円

珍
乃
木
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。「
万
灯
会
」、「
採
燈
護
摩
」

の
法
要
の
他
に
も
、
今
年
も

多
く
の
行
事
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
奮
っ

て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

　

十
月
二
十
八
日（
火
）に
は
、

「
智
証
大
師
御
祥
忌
」
が
、
ま

た
十
二
月
二
十
三
日
（
火
）

に
は
「
天
台
大
師
御
報
恩
講
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
天
台
宗
に

と
っ
て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
両
大
師
の
御
遺
徳
を
偲
び
、

法
要
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。

十
二
月
二
十
三
日（
火
）

高
祖
天
台
大
師
御
報
恩
講

　

天
台
大
師
智
顗
は
中
国
南

北
朝
時
代
に
生
ま
れ
、
法
華

経
と
止
観
を
中
心
と
し
た
天

台
宗
を
立
宗
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
仏
教
を
大
成
し
た
功
績

か
ら
「
中
国
の
小
釈
迦
」
と

も
呼
ば
れ
た
天
台
大
師
は
、

開
皇
十
七
年
（597

）
十
一

月
二
十
四
日
（
旧
暦
）
に
入

寂
さ
れ
ま
し
た
。
金
倉
寺
で

は
毎
年
、
十
二
月
二
十
三
日

に
法
要
を
行
い
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
金

倉
寺
に
関
わ
る
気
に
な
る
こ

と
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。記
念
す
べ
き
第
一
回
は
、

九
月
に
行
わ
れ
る
採
燈
護
摩

に
ち
な
ん
で
、
不
動
明
王
に

つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

不
動
明
王
は
、
密
教
に
お

い
て
大
日
如
来
が
姿
を
変
え

た
使
者
で
、
明
王
の
中
で
も

最
高
位
の
明
王
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
明
王
と
は
密

教
特
有
の
仏
で
す
。「
普
く
一

切
の
衆
生
を
教
化
し
て
救
済

せ
よ
」
と
い
う
大
日
如
来
の

命
令
を
受
け
、
特
に
救
い
難

い
衆
生
を
威
嚇
・
屈
伏
さ
せ
て
、

悟
り
へ
導
く
こ
と
を
使
命
と

し
ま
す
。だ
か
ら
髪
を
逆
立
て
、

口
を
開
き
、
牙
を
む
き
出
し

に
し
て
睨
み
、
手
に
は
様
々

な
武
器
を
持
ち
、
背
後
に
は

怒
り
の
象
徴
で
も
あ
る
炎
を

背
負
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
炎
は
同
時
に
衆
生
の
煩

悩
を
焼
き
尽
く
し
、
そ
の
形

相
は
衆
生
を
救
済
し
、
悟
り

に
導
く
た
め
の
手
段
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
不
動
明
王
の
多

く
は
、
子
供
っ
ぽ
い
顔
立
ち
・

体
型
を
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

そ
の
理
由
は
、
密
教
の
主
要

経
典
に
、
大
日
如
来
の
使
者

と
し
て
、
子
供
の
姿
を
し
て

い
る
と
い
う
、
姿
形
が
与
え

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
仏

師
達
は
、
怒
り
の
表
情
の
中

に
ど
う
や
っ
て
仏
の
慈
愛
の

心
を
に
じ
ま
せ
よ
う
か
と
苦

心
し
た
よ
う
で
す
。そ
の
結
果
、

様
々
な
表
情
の
不
動
明
王
が

存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
小
僧

さ
ん
と
供
に
仏
教
っ
て
何
？

を
探
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

四
国
八
十
八
ヶ
所
の
一
つ

で
あ
る
金
倉
寺
は
、
真
言
宗

の
お
寺
と
思
わ
れ
る
方
も
多

い
よ
う
で
す
。
し
か
し
金
倉

寺
は
、
天
台
寺
門
宗
と
い
う

天
台
系
の
お
寺
で
す
。
と
こ

ろ
で
宗
派
っ
て
何
？

　

例
え
ば
先
の
真
言
宗
と
言

え
ば「
密
教
」。浄
土
宗
・
真
宗

と
言
え
ば「
南
無
阿
弥
陀
仏
」。

禅
宗
と
言
え
ば「
坐
禅
」。日
蓮

宗
と
言
え
ば「
南
無
妙
法
蓮
華

経
」と
お
坊
さ
ん
の
お
勤
め
を

答
え
ら
れ
そ
う
で
す
。こ
れ
が

宗
派
の
答
え
と
な
る
宗
旨
、つ

ま
り
各
宗
派
が
最
も
大
事
と

す
る
教
え
な
の
で
す
。で
は
天

台
宗
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

天
台
宗
で
は
四
宗
兼
学
と

い
っ
て
、円
・
密
・
禅
・
戒
の

四
つ
も
宗
旨
が
あ
り
ま
す
。欲

張
り
で
す
よ
ね（
笑
）。円
は
お

釈
迦
様
が
説
い
た
最
上
の
教

え
、密
は
密
教
、禅
は
坐
禅（
止

観
）、
戒
は
僧
と
し
て
の
心
得

と
言
え
ま
す
。天
台
寺
門
宗
で

は
さ
ら
に
、日
本
古
来
の
山
岳

信
仰
を
仏
教
と
融
合
さ
せ
た

修
験
が
加
わ
り
ま
す
。こ
れ
ら

宗
旨
を
学
び
、自
分
に
あ
っ
た

教
え
を
深
め
、悟
り
に
到
ろ
う

と
す
る
の
が
天
台
宗
で
す
。こ

の
た
め
天
台
宗
の
お
寺
は
、お

寺
に
よ
っ
て
お
勤
め
が
違
い

ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
天
台
宗

は
仏
教
の
デ
パ
ー
ト
、他
宗
は

専
門
店
と
も
例
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
天
台
宗
は
お

釈
迦
様
の
教
え
全
て
を
大
切

に
扱
う
た
め
、総
合
仏
教
化
し
、

多
く
の
宗
派
誕
生
の
母
体
と

も
な
っ
た
の
で
す
。

■
編
集
後
記

哲
済

香
祥

哲
済

香
祥

平
成
二
十
年
八
月
一
日
発
行

編
集
・
発
行　

金
倉
寺

発
行
人　

村
上
法
照

お
問
い
合
わ
せ
は

〒
七
六
五
ー
〇
〇
三
一

香
川
県
善
通
寺
市
金
蔵
寺
町
一
一
六
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
七
七
ー
六
二
ー
〇
八
四
五

yuj@
kagaw

a-konzouji.or.jp

と
い
う
こ
と
で
「
Ｙ
Ｕ
Ｊ
」

創
刊
号
が
出
来
上
り
ま
し

た
。
前
か
ら
Ｙ
Ｕ
Ｊ
の
よ

う
な
小
冊
子
を
作
ろ
う
と

は
言
っ
て
た
け
ど
、
今
回

は
全
く
の
思
い
つ
き
で

作
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
（
笑
）。

作
る
と
決
ま
っ
て
か
ら
改

め
て
ち
ゃ
ん
と
お
寺
の
こ

と
や
仏
教
の
こ
と
を
本
で

読
ん
だ
り
し
た
け
ど
、
知

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
冷

や
汗
も
の
で
し
た
・
・
・

そ
う
や
ね
。
今
回
記
事
の

最
後
に
写
真
付
で
紹
介
し

て
い
る
よ
う
に
、
色
々
な

本
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
本
は
お
寺
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

で
は
次
号
の
予
定
は
ま
だ

未
定
で
す
が
、
ま
た
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
！

そ
の
一
、
不
動
明
王

その１.天台宗って？
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